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１）東北福祉大学健康科学部保健看護学科
２）東北福祉大学総合福祉学部社会福祉学科
３）東北福祉大学教育・教職センター特別支援教育研究室
発達が気になる子どもの保護者支援の一つとして、2006年からペアレント・トレーニン
グ講座を定期的に開催してきたが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、対面での
グループ支援方式が開催できない状況となった。そこで、2020年4月からICTを活用した
オンラインによる同時双方向型の個別支援方式ペアレント・トレーニングを約10か月間、
のべ79回、計21家族（25名）に開催した。県外在住からの利用が38.1％あり、オンライ
ン方式の利点として、全国を対象とできることが明らかとなった。オンラインによる個別支
援方式ペアレント・トレーニングの効果について、終了時の感想をデータとして検討した結
果、子どもの言動に良い変化がみられ、保護者がこれまでの子育ての態度に自ら気付き、冷
静に対応できるなど対面と同等の効果が得られることが示された。また、対象の拡がりと利
用方法の多様性、支援の意義が明らかになり、オンライン支援方式のさらなる可能性が示唆
された。
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1．はじめに
本研究室では、発達が気になる子どもの保護者支援の一つとして、2006年からペアレン
ト・トレーニング講座を定期的に開催している。ペアレント・トレーニングは、『AD/HD
のペアレント・トレーニング―むずかしい子にやさしい子育て―』（シンシア・ウィッタム，
2002）をはじめとして、『マンガでわかる 魔法のほめ方PT：叱らずに子どもを変える最強
メソッド』（横山，2014）、『こうすればうまくいく発達障害のペアレント・トレーニング実
践マニュアル』（上林，2009）、『ほめてほめてほめまくれ!!ペアレントトレーニングがひら
く親子のいい関係』（猪飼，2004）、『AD/HD児へのペアレント・トレーニングガイドブッ
ク―家庭と医療機関・学校をつなぐ架け橋―』（岩坂ら，2004）、『発達障害の子の育て方が
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わかる! ペアレント・トレーニング』（上林，2009）、『むずかしい子を育てるペアレント・
トレーニング』（野口，2009）、『困っている子をほめて育てるペアレント・トレーニングガ
イドブック―活用のポイントと実践例―』（岩坂，2012）など多くの本で紹介されている。
また、厚生労働省の発達障害者支援施策には、「発達障害児者及び家族等支援事業」があり、
そのなかの「家族のスキル向上支援事業」では、保護者に対するペアレント・トレーニング
の実施等に対して都道府県や市町村の自治体を支援している。さらに、改正発達障害者支援
法（2016）において、「家族を含めたきめ細やかな支援」、「地域の身近な場所で受けられる
支援」が重要であるとされており、家族支援の一つであるペアレント・トレーニングが市町
村等で実施されることが期待されている。
ペアレント・トレーニング（以下、PTとする）は、「親が行動療法を学びその手法を用い
ることで、家庭において児の行動変容を促すことを目的とした親訓練プログラムである。
PTは、ADHD児の親向けに開発されたプログラムとして普及してきたが、ADHD児のみな
らず、行動に問題のある子どもに広く適応される治療法である」と家村ら（2016）は述べ
ている。本研究室のPT講座は、全6回のプログラムで開催しており、目的として、保護者
が子どもに効果的な対処法を具体的に学ぶことにより、親子のコミュニケーションをよりス
ムーズにし、より良い親子関係を築くこと、さらに、発達障害の親子関係で起こりがちな問
題である親子それぞれの自己評価の低下を防ぐことがあげられる。これまで本研究室のPT
講座は、5～8名程度の固定したグループ支援方式で開催していたが、新型コロナウイルス
感染症拡大の影響により、対面でのグループ支援方式では開催できない状況となった。そこ
で、2020年4月から、ICTを活用したオンラインによる同時双方向型の個別支援方式に切
り替えて開催することにした。　
このICTを活用したオンラインによる同時双方向型の個別支援方式PTの効果について、
これまでの対面によるグループ支援方式と比較しながら、効果について検討したので報告す
る。
2．研究目的
オンラインによる同時双方向型の個別支援方式ペアレント・トレーニングの効果を明らか
にすることを目的とした。
3．研究方法
1）対象：オンラインによる個別支援方式ペアレント・トレーニング利用者
2）期間：2020年4月－2021年1月
3）研究方法：オンラインによる個別支援方式PT終了時の感想をデータとして逐語録を
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作成した。その感想のデータを意味内容の類似性により分類し、オンラインによる個別支援
方式PTの効果について検討した。
4）研究の背景
本研究におけるオンラインによる個別支援方式PTの概要について、これまでの対面によ
るグループ支援方式と比較して述べる（表1参照）。オンラインによる個別支援方式PTの方
法は、Skypeのビデオ通話を使用し、同時双方向型で顔をみながら話ができる方法とした。
使い方がわからない場合や不明な点は、メールや電話で説明を行い、全員が操作できるよう
になった。時間は、1回40～60分、週1回の計4回とした。「上手なほめ方」を中心とした
内容はそのままで、個別支援方式は利用者に合わせじっくりと細やかな指導ができることや
利用のしやすさを考慮し、グループ支援方式よりも回数と時間を少ない設定とした。資料は、
メールの添付ファイルでの送付を基本として、印刷環境が整っていない場合は、郵送とした。
プログラム内容は、「第1回：オリエンテーション、子どもの行動を分類しましょう、ほ
める基本を身につけよう」、「第2回：上手なほめ方を身につけよう、上手に指示してみましょ
表1　オンラインによる個別支援方式と対面によるグループ支援方式との比較
オンラインによる個別支援方式 対面によるグループ支援方式
方法 Skypeのビデオ通話 大学内の会場に集合
参加人数 個別（家族2名参加もあり） 5～8名程度
時間 40～60分 90～120分
回数 週1回、計4回 週1回、計6回
資料 メールの添付ファイル、または郵送 会場で配布
プログラム内容 第1回：オリエンテーション、子どもの
行動を分類しましょう、ほめる基本を身
につけよう
第2回：上手なほめ方を身につけよう、
上手に指示してみましょう、スペシャル
タイムを持ちましょう
第3回：ごほうびの与え方について学び
ましょう、家族会議を開いてみましょう
第4回：よくない行動を減らす方法を学
びましょう、許しがたい行動に制限を加
えましょう、まとめ
第1回：オリエンテーション、子どもの
行動を分類しましょう
第2回：ほめる基本を身につけよう 
第3回：上手なほめ方を身につけよう、
上手に指示してみましょう、スペシャル
タイムを持ちましょう 
第4回：ごほうびの与え方について学び
ましょう、家族会議を開いてみましょう
第5回：よくない行動を減らす方法を学
びましょう
第6回：許しがたい行動に制限を加えま
しょう、まとめ
広報 大学HP 大学HP
対象となる子ども 年齢・IQ・診断の有無などの制限なし 年齢・IQ・診断の有無などの制限なし
申し込み 電話またはメール、完全予約制 電話またはメール、完全予約制
料金 1回2000円、料金免除の対応あり 1回2000円
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う、スペシャルタイムを持ちましょう」、「第3回：ごほうびの与え方について学びましょう、
家族会議を開いてみましょう」、「第4回：よくない行動を減らす方法を学びましょう、許し
がたい行動に制限を加えましょう、まとめ」とした。
なお、広報は大学HPで行い、対象となる子どもの年齢・IQ・診断の有無などの制限を設
けないこと、完全予約制、料金については、すべてこれまでのグループ支援方式と同じとし
た。ただし、新型コロナウイルス感染症拡大により収入に影響のあった方には料金免除の対
応を行った。
5）倫理的配慮：プライバシー保護として個人が特定されないよう十分に配慮した。なお、
本演題発表に関連して開示すべき利益相反関係にある企業等はない。
4．結果および考察
対象は、オンラインによる個別支援方式PT利用者であり、2021年1月末現在の約10か
月間で、のべ79回、計21家族（25名）であった。うち、利用が母親のみ16（76.2％）、両
親3、母親と祖母1、父親のみ1であり、県外在住からの利用8家族（38.1％）、料金免除利
用3名（14.3％）であった。これまでの対面方式では、大学内の会場に通う必要があるため、
県内在住の方がほとんどであった。しかし、オンライン方式では、県外在住からの利用が
38.1％あり、地域だけでなく、全国が対象となることがオンライン方式の利点と考えられ
た。
本研究では、オンラインによる個別支援方式PTの効果について、全4回終了時の利用者
の感想のデータを意味内容の類似性により、＜子どもの変化に関すること＞、＜保護者の変
化に関すること＞、＜親子関係に関すること＞、＜講座内容に関すること＞の4つに分類し、
検討した。以下、データとした感想のおもな具体例を「　」で示し、考察とともに述べる。
1．＜子どもの変化に関すること＞
子どもの変化として、「子どもが明るくなったし、『頑張るんだ!』というような前向きな
言葉を言うようになりました」、「褒めることで、少しずつできることが増えてきました」、「褒
められるとやるようになりました。薬を飲むとか宿題をするとか、自分から取り組むように
なりました」、「朝起きて、妹に『おはよう』と自然に言うようになりました。いままで言っ
たことがなかったのに」、「人の気持ちはまだわからないときも多いし、きょうだい喧嘩もあ
るけど、以前よりもダラダラしなくなったと思います」などがあった。これらの子どもの行
動や前向きな気持ちへの良い変化は、保護者がPTを利用した結果と考えられ、効果が明ら
かになった。
また、「ほめることで、子どもは私の目を見てくれるようになりました」という感想があっ
た。保護者が子どもの目をじっと見るのは説教をするときのみになりがちで、子どもは目を
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合わせることは嫌なことという印象になってしまい、苦手になることがある。ペアレント・
トレーニングでは、まず褒めるときに目をみることをすすめ、目を合わせることが子どもに
とって良い印象に変化するようなプログラムとなっている。これまでの対面方式では、目の
高さや距離感など直接細やかな指導ができ、グループだと保護者役と子ども役を交互に経験
することができ、実感として理解を深めることができていた。しかし、オンラインではどう
しても指導に限界があり、効果があるのか心配であったが、オンライン方式でも対面方式と
同等の効果が得られることが明らかになった。
さらに、「以前のような暴力的なことはなくなりました」、「ギャーっとなったとき、『ごめ
んなさい、が言えるようになったら来て』と言ったら、5分から7分で落ち着いて謝ってき
たんです。冷静になるのは早くなってきたと思います」、「チクチク言葉（人を傷つけるよう
な言葉）はまだ時々ありますが、後で『ごめんね』と謝れるようになりました」、「うまくい
かなくても大騒ぎしなくなりました。以前だったらうまくいかないと騒いでいたと思いま
す。そこは変わりましたね」、「チック（目をクルッとまわすクセ）があり、小児科にかかっ
ていて、精神的なものと言われていましたが、ほとんどなくなりました。子どもは汗をかく
ことも多かったのですが、それもなくなくなりました。これまでは緊張していたんでしょう
か」、「子どももちゃんと見てくれているという安心感を得たようです」、「祖父母から、『何
だか、大人になったね』と言われました」などのデータがあった。発達が気になる子どもの
暴力的な言動やチックは、保護者にとって大きな悩みやストレスとなるため、このように周
囲からみても態度が落ち着いてみえるほど子どもの言動に良い変化がみられたことは、重要
な効果であると考えられた。
2．＜保護者の変化に関すること＞
保護者の変化として、「これまで全て細かくやっていて、完璧主義を求めていたことを反
省しました」、「これまでインターネットの情報に頼っていて、頼りすぎていたことに気が付
きました」、「冷静になれました」、「冷静になるのが早くなってきたと思います」、「まだイラ
イラしてしまうこともありますが、子どもを怒鳴ることはなくなりました」、「これからも、
子どもに対応できそうな気がしています。淡々としようと思っています。冷静に指示したり、
途中でも褒めたりすることができるようになりました」などがあった。これは、保護者がこ
れまでの子育ての態度に自ら気付き、怒鳴るなどがなくなり、冷静に対応できる効果があっ
たと考えられた。木村ら（2020）は、「ペアレントトレーニングを通して、発達障がい児の
行動の明確化や具体的なかかわりなどをステップ・バイ・ステップ方式で積み上げ、養育に
対する自信の向上や自責感、不安の軽減という母親のメンタルヘルスの向上につながったと
考えられた」と述べており、PTは保護者のメンタルヘルスに効果があることが明らかになっ
た。
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また、「子どもは褒められたり、理由がはっきりわかったりすると取り組むことがわかり
ました」、「私にとっては、すごく勉強になったし、効果があったと思います。子どもに『お
母さん何か変わった？』と聞いてみたら、『お母さんは、前から褒めてくれたけど、ちゃん
と細かいことを見てくれて、具体的に褒めてくれるようになったから、嬉しかった』と言わ
れました。子どもは気づいているものなんですね」、「夫から『すごく頑張っているね』と言
われました。資料の悪い例をみて、『ちょっと前の私そのもの』と一緒に笑いました」、「私
の変化として、こちらから言わなくても褒めればやってくれるようになったので、疲れなく
なりました」、「のどの痛みがなくなりました。これまで一日中、大声で子どもを注意してい
たのが、最近は大声を出さなくなったからだと思います」などがあった。以上の感想から、
PTにより、保護者の疲れやのどの痛みがとれるという直接的な症状の軽減効果があること
がわかった。同時に、発達が気になる子どもの子育ての日々の大変さがうかがわれ、早期の
支援の必要性を感じる結果であった。小島ら（2007）は、「子育てにおける父親の言葉は母
親にとって大きな精神的な支えになる」と述べており、本研究においても、自らの気付きだ
けでなく、子どもや夫からの言葉で気付くという効果が明らかになった。
3．＜親子関係に関すること＞
親子関係に関するデータとして、「ほめると子どもがニコッとして、私も楽になり、いい
循環になったと思います」、「私は子どもの良いところを見ようとするようになりました。そ
うすると良いところが見えてきて、親子で良い循環になってきたような気がします」、「今ま
では仕事にかまけて子育てをしてきませんでした。これまでは指示ばかりして、子どもに嫌
がられていて。こちらが褒めることで、少しずつできることが増えてきたと思います。これ
からも褒めることを続けていきたいです」、「とてもためになりました。私が褒めて、子ども
の反応を確認して、目を見る、それをやると子どもが変わるとわかりました」、「以前は毎日
親子喧嘩をしていましたが、いまはほどんどしなくなって、親子ともだいぶ楽になりました」
などがあった。これらは、PTの目的の一つである「親子のコミュニケーションをよりスムー
ズにし、より良い親子関係を築く」効果ととらえることができた。
4．＜講座内容に関すること＞
講座内容に関するデータとして、「スペシャルタイムでは、すごろくとトランプとUNO
をしました。楽しくできました。負けても怒らなかったんです」、「スペシャルタイムでオセ
ロをしました。これまでは負けると嫌がることもありましたが、負けても楽しそうでした」、
「弟にもスペシャルタイムをして、甘えてきたし、楽しそうでした」、「ご褒美カードのごほ
うびは効果てきめんで、宿題を自分からするようになったんです」、「家族会議はとても面白
かったです。これからもやっていきたいと思っています」、「家族会議でゲームを買うかどう
か話し合いました。子どもは『友達も持っているし、やりたい』って。（母親は）『宿題をし
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なくなるのが心配、目も悪くなる、やめなくなるのではと心配』、父親は、『時間を守るなら
いい』、妹は『私もしたいから、ほしい』という意見でした。話し合った結果、『時間を守る、
車の移動中はやらない、約束をやぶったらゲームは預かる』という条件で、購入することに
なりました。いまのところ、ルールを守っています」などがあった。
データにあった「スペシャルタイム」は、第2回で紹介しており、週に1回15分、子ど
もが好きなことをして遊べる二人だけの特別な時間で、指示・命令・否定的・批判的コメン
ト・教育的な指導を一切せずに、ほめる時間とする内容であり、効果についてはすでに報告
（富澤，2013）がある。本研究においても、負けることが嫌でゲームをしないタイプの子ど
もが、このスペシャルタイムで初めてゲームを保護者と楽しめるようになった効果がみら
れ、今後は友だちとゲームを楽しむことにつながる可能性が推測された。また、スペシャル
タイムは、支援の届きにくいきょうだいにも同じ時間をもつよう保護者に指導している。発
達障害のある子どものきょうだいは、保護者の大変な様子を見て自分は負担をかけないよう
にと我慢しがちであるが、このスペシャルタイムでは保護者を独占できる時間となり、甘え
ることができるなどの効果がみられ、きょうだいの支援として重要な役割があると考える。
また、「家族会議」は、第3回で紹介しており、家族全員が参加して定期的（1か月に2回
以上）開き、お互いの意見や気持ちを知り、お互いが歩み寄るための楽しい時間とするもの
で、会議というかたちをとり、子どもも大人扱いされることで、感情的にならず冷静に話し
合うことができる。　
本研究においても、面白く感じ、さまざまな問題を解決することができ、子どもがルール
を守る効果がみられた。このような具体的な対処法を保護者が学び、支援者のアドバイスを
得ながら、さまざまな場面で実践してみる重要性が示唆された。
さらに、講座に対する直接的な感想として、「他のオンライン講座は、回数が多い・価格
が高いがネックとなりました。いろいろ調べて、東北福祉大学のペアレント・トレーニング
が一番要望にマッチしたものでした」、「いま休職の状態なので、料金免除は助かります」、「コ
ロナで引きこもり生活が続く昨今、こういったことを求めている親御さんは多いのではない
でしょうか」、「オンラインで、個別でできて良かったです。対面とさほど変わらず理解でき
たと思います」、「本をみてもわからなかったことを教えてもらえて良かったです」、「子育て
支援がない地域なのでオンラインで利用できて助かりました」、「夫婦で受けることができて
良かったです」、などがあった。今回の料金について、大学の地域貢献活動の一環という側
面から、1回2000円と利用しやすい設定とした。さらに、経済的な問題が子育てに悪影響
を及ぼすことも考慮し、経済的な問題で利用できないことのないように、料金免除の対応も
行った。スケジュールについては、オンライン方式の場合、お互い移動時間がかからないこ
とが利点であり、休校のイライラなどにすぐに対応できるように、要望があれば夕方や土日
─ 32 ─
なども候補として提示し、固定しすぎず、できるだけ柔軟に調整した。『LITALIKO発達ナビ』
は、発達が気になる子どもの子育てに役立つ情報を提供する親向けのポータルサイトであ
り、その中のペアレント・トレーニングを受けるための費用について、「基本的に保険適用外、
医療機関は自由診療で1回4000円程度、NPO法人や民間事業所は1回2000円～6000円程
度、時間は1～2時間、回数は5～10回、人数は4～10人程度が一般的、マンツーマンは
5000円～1万円ほどで割高」と紹介されている。本研究におけるペアレント・トレーニン
グはいわゆるマンツーマンの個別支援方式、全4回に設定しており、「一番要望にマッチし
たもの」や「料金免除は助かります」のデータは、こちらの意図を理解して申し込んだこと
が伝わってきて、嬉しく感じた。また、「対面とさほど変わらず理解できた」、「本をみても
わからなかったことを教えてもらえて良かった」など対面と同等の評価を得られたことも良
かった。
さらに、子育て支援がない離島などからの申し込みがあったり、仕事の都合で両親が異な
る場所から同時にアクセスするケースがあったり、仕事が忙しい母親とおもに子どもの世話
をしている祖母が一緒に利用したり、オンライン方式の開始時には予想できなかった対象の
拡がりと利用方法の多様性がみられ、オンラインによる支援の意義は大きいことが明らかに
なった。このように、オンラインによる支援の効果はあったと考えられるが、今回、グルー
プでの支援はできなかった。『ペアレント・トレーニング実践ガイドブック』（日本発達障害
ネットワーク事業委員会，2020）によると、ペアレント・トレーニングを固定したグルー
プで実施する効果として、一度に多くの保護者を支援できてとても効率的であることのほか
に、「孤立感や罪障感からの解放などのピアサポートの効果、参加動機や学習意欲に与える
良い効果、子どもの発達特性への理解に関わる効果」をあげている。これまで、本研究室に
おける対面によるグループ支援方式でも同様の効果が認められており、今後は、グループ支
援方式の効果をカバーできるように、終了した利用者同士がオンラインでつながることがで
きる支援、オンラインによるグループ支援方式などの企画を考えている。さらに、新型コロ
ナウイルス感染症の影響がなくなり、会場で対面できる状況になってからも、支援を希望す
る県外からのオンラインでの利用を受け入れ、オンラインと対面のハイブリッド方式のグ
ループPTなど実践していきたい。
5．結論
ICTを活用したオンラインによる同時双方向型の個別支援方式ペアレント・トレーニング
は、約10か月間で、のべ79回、計21家族（25名）の利用があり、全国を対象とできるこ
とが利点であった。終了時の感想をデータとして効果を検討した結果、子どもの言動に良い
変化がみられ、保護者がこれまでの子育ての態度に自ら気付き、冷静に対応できるなど対面
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支援方式と同等の効果が得られることが示された。また、対象の拡がりと利用方法の多様性、
支援の意義が明らかになり、オンライン支援方式のさらなる可能性が示唆された。
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